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授業の目的

• インターネットのしくみを理解する。
• ＴＣＰ／ＩＰの基本をマスタする。



授業の進め方

• 教科書に基づく
– オーム社、マスタリングＴＣＰ／ＩＰ基本編

• 教科書で不足する分についてｐｐにて補足説明する
• ＬＡＮモニタを使った実習を行う（２～３回）
• 授業の最後に演習を行う

– 演習課題がその日の授業のポイント
– 質問、コメント歓迎---＞次回授業にフィードバック

• 成績評価は期末試験を最重要視する

• 試験結果が悪い場合は演習の結果を考慮する



インターネットの発展
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インターネットとは

インターネットこそがＩＴ革命の本質

すべてのものがインターネットに接続される

あらゆる人が情報を共有できる

あらゆる人が情報を発信できる

インターネットは空気のような存在となる

国境がなくなる

新しいルールが必要になる

常に意識すべきこと・・・ネットワークとの連携で何ができるか？

インターネットの通信プロトコル＝ＴＣＰ／ＩＰ



電話網の原理 --- 回線交換方式
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・ギャランティ型サービス
通信のない状態でも回線が確保されている



インターネットの原理 --- パケット交換方式（蓄積交換方式）
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パケットフォーマット

ＤＡ；宛先アドレス

ＳＡ；送信元アドレス

Ｃ ；制御情報

Ｉ ；ユーザデータ
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・ベストエフォート型サービス
インターネットが安い理由
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コンピュータＡ

中継装置

パケット通信におけるプロトコルの階層化

コンピュータＢ

データ

プロトコルの階層化；プロトコルを整理するためのモデル

エンティティ；階層ごとの機能を実現するもの

インタフェース；上位層と下位層のエンティティ間の約束事

プロトコル；同一階層間の約束事

階層化の特徴；

・各階層を独立したものとして扱える

・実装が容易、責任の分界点が明確

・処理が重くなる、処理が重複する

ヘッダ



ＯＳＩ参照モデルの構成

レイヤ

番号
レイヤ名 定義内容

７ アプリケーションレイヤ 業務に依存した処理方式

６ プレゼンテーションレイヤ データの表現方法の取り決め

５ セッションレイヤ 業務の開始，終了の取り決め

４ トランスポートレイヤ エンド端末間の通信方式

３ ネットワークレイヤ 異なるネットワーク間を中継す

るルーティング方式

２ データリンクレイヤ 同一ネットワーク内の通信方式

１ フィジカルレイヤ 伝送路の物理特性

ＴＣＰ

ＩＰ



ＯＳＩ ７レイヤと各種プロトコル（インターネット以前）

ＯＳＩ参照モデル メーカ独自 ＯＳＩ準拠 ﾊﾟｿｺﾝ系 ＵＮＩＸ系

⑦

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ層

⑥

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ層

⑤

セッション層

④

トランスポート層

③

ネットワーク層

②

データリンク層

①

フィジカル層

ＬＬＣ（ISO8802.2)

ＭＡＣ(ISO8802.3/8802.5/FDDI)

ＳＰＸ

ＩＰＸ

TCP/UDP

ＩＰ

ＦＴＰ

ｔｅｌｎｅｔ

ＳＮＡ

ＭＮＡ

NetWare

WindowsNT

TCP/UDP

ＩＰ

ＯＳＩ

・メーカ独自ネットワークは、オープンシステムの進展に伴い衰退した。

・ＯＳＩ準拠ネットワークは、仕様が重く普及しなかった。

・パソコン系／ＵＮＩＸ系はＴＣＰ／ＩＰに統一され急速に普及した。



ＯＳＩ ７レイヤと各種プロトコル（インターネット後）

ＵＮＩＸ 音声
アプリケーション

⑤⑥⑦

ユーザ個別 ＷＷＷ電子メール

ＴＣＰ／ＩＰ

ＣＳＭＡ
／ＣＤ

通信プロトコル

③④
ＩＰＸ ＯＳＩ

ＸＤＳＬ

メディアアクセス
制御（ＭＡＣ）

②

無線 ＡＴＭ ＷＤＭ 回線交換

Everything over IP.

IP over everything.



ネットワークの物理構成（初期のＬＡＮ）

リング型幹線ＬＡＮ
（ＦＤＤＩ）

外部ネット
ワークへ

中継装置
（ルータ）

バス型ＬＡＮ

（１０ＢＡＳＥ５）

ターミネータ

トランシーバ

トランシーバケーブル

同軸ケーブル

中継装置

（リング型ＬＡＮ制御装置）

中継装置

（リピータ）

コンピュータ コンピュータ



ネットワークの物理構成（現在のＬＡＮ）

外部ネット
ワークへ

１００ＢＡＳＥ－Ｔ
ギガビットイーサネット

中継装置（スイッチ）

中継装置（ハブ）

中継装置（ルータ）

ツイストペア
ケーブル



リピータ



ハブはリピータの集合体



ブリッジ



ブリッジの学習機能



スイッチイングハブはブリッジの集合体

スイッチはブリッジ機能をハードウェアで実現している



ルータ

ルータを境にして、ＩＰアドレスのネットワークアドレス部分が変わる



ルータの役割
・ルーティングテーブルの作成管理
・通信パケットのルーティング

ルータの特徴
・通信プロトコル対応に動作が異なる
・異なるネットワークを接続する
・ルータを境にしてネットワークアドレスが変わる
・ブロードキャストパケットを通さない



ゲートウェイ



中継装置のいろいろ



その他

• ユニキャスト，マルチキャスト，ブロードキャ
スト

• コネクション型通信，コネクションレス型通
信



演習

• ＯＳＩ ７レイヤとＴＣＰ／ＩＰの関係について
説明せよ。

• ブリッジとルータの違いについて説明せよ。
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